
 

 

2018 Sodi World Series 世界共通レギュレーション 
 

１． Sodi World Series(以下 SWS)とは  

 

SWSは登録無料の世界最大のレンタルカーターの為のランキングです。 

2018年現在、世界 25カ国の約 28000人のレンタルカーターが登録。 

Sodiカートを使用している世界各国のサーキットで毎月約 200レース以上が開催されています。 

初心者から上級者まで楽しめる世界共通のポイントシステムで、各国のレースに参加可能です。 

対象レースに参加された方は毎日更新の世界ランキング（他に日本ランキング、サーキットランキン

グなど）を専用サイトからご覧いただけます。 

年間ランキング上位の方には翌年に行われる世界大会の出場権が与えられます。 

 

2. SWS 開催カテゴリー 

 

・JUNIOR CUP        スプリントレース 

・SPRINT CUP    スプリントレース 

・ENDURANCE CUP 耐久レース 

  

3. SWS への選手登録について 
 

SWSの対象レースに参加される方はエントリーの締切日までに SWSオフィシャルサイトから 

ドライバー登録/ホームコース登録が必要となります。 

（シーズン中のホームコースの変更は 1回のみ可能） 

※未登録の場合はレースに出場してもポイントが付きませんのでご注意ください。 

SWSオフィシャルサイト http://www.sodiwseries.com/ja-jp/ 

（日本語ページよりご登録を行うとスムーズです、但し入力は全てローマ字でお願いします） 

登録は無料となっていますが登録には１名につき１個の E-mailアドレスが必要となります。 

 

4. 参加資格について 

 

ジュニアカップ  満 7歳～14歳までの方。 

（ワールドファイナルは開催年に 11歳～14 歳の方が対象） 

スプリントカップ 満 15歳以上の方 

※ジュニア、スプリントの出場選手は 1日に最大４レースに参加が可能です。 

 



耐久カップ    満 15歳以上の方で、1チーム 2名以上 8 名まで登録が可能 

 

チーム代表者がチームを編成やエントリーを行ってください。各レースのエントリー締め切り後に 

チーム編成の変更はできません。チームの登録ドライバーであれば各レースの出場メンバーは自由） 

※各サーキットの規則によって耐久レースの人数や最低年齢などの参加資格が異なる場合があります。 

※耐久レースのチームは 1人で複数のチームに所属する事も可能です。（最大 4チームまで所属可能） 

※同じ耐久レースに 1人で複数のチームから出場することは出来ません。 

（所属チームが重複している場合は実際の出場ドライバーのみＳＷＳリザルトに入力となります） 

※出場選手/チームは 1日に 1サーキットの１レースにのみ参加が可能です。 

※ワールドファイナルは 1チーム 3 名～4名となります。 

 

 

各クラス共通事項 

※14 歳で当該年度（12 月 31 日まで）に 15 歳になる方はジュニアかスプリントのどちらかを選択

して参加が可能。耐久レースも参加可能。 

※各開催サーキットは 1日に最大 5 レースまでを開催可能 

（スプリント、ジュニア、計 4レース+耐久 1 レース） 

※主催者はエントリーの時点でドライバーに参加資格があるかを確認してください。 

 

5. エントリー台数について 

 

SWSのレース最低開催人数/チームは以下のようになります。（登録されている方） 

ジュニアカップ  最低 6人のエントリーで上限は無し 

スプリントレース 最低 6人のエントリーで上限は無し 

耐久レース    最低 6チームのエントリーで上限は無し 

各クラス共に最低人数/チームを下回った場合、SWS は不成立となります。 

（レース終了後の登録も出来ませんのでご注意ください） 

※各サーキットの規則によって最大エントリー台数が異なる場合があります。 

    

6. シリーズポイントについて 

 

SWSは毎年 1月 1日～12 月３１日が年間シーズンとなります。 

対象レースに参加すると順位に応じて SWS シリーズポイントを獲得できます。 

各クラス共に参加台数によってポイントが変わる世界共通のポイントシステムになっています。 

詳しくは SWSサイトのポイントシュミレーターでご覧いただけます。（優勝 1000pt+参加台数 pt） 

4時間を超える耐久レースはレース時間によってもボーナスポイントがあります。 

未登録の方がレースに参加されている場合は登録されている方の順位を繰り上げてポイントが与えら

れます。 



7. 有効ポイントについて  

 

登録ドライバー/チームは無制限で国内外のサーキットの SWS レースに参加する事が可能ですが 

有効ポイント分がランキングに反映されます。 

 

◆ジュニアカップ      有効ポイント年間８戦分 

◆スプリントクラス  有効ポイント年間１０戦分 

◆耐久クラス     有効ポイント年間 8戦分 

 

スプリントと耐久の両方に出場の方はクラス別にポイントが加算されます。 

（両クラスのポイントは合算されません） 

ジュニアカップ →個人ランキング（JUNIOR CUP） 

スプリントカップ→個人ランキング（SPRINT CUP） 

耐久  →  チームランキング（ENDURANCE CUP） 

 

8. シリーズランキングについて 

 

各クラスのランキングはいつでも SWS サイトよりご覧いただけます。 

 

・世界ランキング  

・国内ランキング 

・サーキットランキング（ホームコースでのランキング） 

・女性ランキング 

・年齢別ランキング（15-25 歳、26-39歳、40歳以上） 

その他、登録選手全員のリザルトやポイント推移を確認できます。 

 

10. 世界大会ワールドファイナル 

 

12月 31日のシーズン終了時点で日本代表選手が決定し、翌年に行われるワールドファイナルの 

出場権が与えられます。（正式発表は 2月上旬） 

※開催日と開催サーキットは翌年２月上旬までに発表となります。（6月頃にヨーロッパで開催予定） 

  

世界大会のエントリー人数 

ジュニアカップ  各国の代表 合計 40名 

スプリントカップ 各国の代表 合計 80名 

耐久カップ    各国の代表 合計 40チーム 

 

 



世界大会に出場できる日本代表選手は以下の方となります。 

 

ジュニア   

日本ランキング 1位の方 

       世界ランキング TOP８位の方 

       女性の世界ランキング TOP２位の方 

 スプリント 日本ランキング 1位の方 

       世界ランキング TOP10位の方 

       女性の世界ランキング TOP3 位の方 

       年齢別ランキング 15～25歳 26～39歳 40歳以上 各世界 1位の方 

       

耐久    日本ランキング 1位のチーム（※世界大会は 1チーム 3名以上 4 名まで） 

       世界ランキング TOP9位のチーム 

              女性のみのチームで世界ランキング 1位のチーム 

 

※上記の他に、各国のレース開催数、参加人数などを基に主催者から数名の参加枠が与えられる 

可能性があります。 

（SWS より 9月頃に途中発表。2月に正式人数が発表されます） 

※世界大会はスプリントと耐久の両方に出場する事は出来ません。 

 （両クラスで出場権を獲得した場合はどちらか選択となります） 

※出場権を獲得の選手/チームが辞退した場合は 2位以下が繰り上がりとなります。 

（最大 4位までは繰り上がりとなりますが、それ以降は Sodi JAPANに決定権があります） 

※国内でのレース数が規定に満たない場合は日本ランク 1位でも選出されない場合があります。 

SODI WORLD FINALS 2018 の資格を得るには、SWS ドライバーまたは SWS チームが、 2018

シーズン中に登録したホームコースで少なくとも 3 回の有効な SWS レースに参加していなければなり

ません。 

耐久 CUP カテゴリーでは、出場資格を取得するのにレースをした年に最低 2 人が最低 3 回の有効な

SWS レースに当該チームから参加していなければなりません。その最低 2 人が SODI ワールドファイ

ナルに参加しなければなりません。なおかつ SODI WORLD FINALS に来る他のドライバーは、そのチ

ームで最低 1レースをしていなければなりません。 

 

※世界大会出場の方はエントリーフィー及び渡航費の負担が必要となります。 

（登録サーキットによって一部サポートがある場合があります） 

（世界大会のエントリーフィーと渡航費はその年の開催国により異なります。） 

  

レースの主催、運営は各サーキットが行いますので、各サーキットによって

特別規則があります。詳しくは、ホームコースまでお問い合わせください。 



SWS ページ選手登録の入力ガイド 

 



耐久チームの登録、編成の入力ガイド 

 



SWS 登録内容の変更ガイド 

 


